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一
、
史
料
批
判
の
立
場
と
歴
史
再
構
成
（
記
述
）
の
立
場

日
本
に
お
け
る
仏
教
の
伝
来
、
お
よ
び
そ
の
受
容
経
過
を
伝
え
る
史
料
と
し
て
、
豊
浦
寺
・
吉
野
寺
・
坂
田
寺
・
四
天
王
寺
な
ど
の
伽
藍
縁

起
が
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
が
、
す
で
に
散
快
し
て
全
貌
を
う
か
が
う
こ
と
は
で
き
な
い
。

伝
本
の
『
元
興
寺
伽
藍
縁
起
弁
流
記
資
財
帳
』

（以下、

『
元
興
寺
縁
起
』
と
略
称
す
る
）
や

『
上
宮
聖
徳
法
王
帝
説
』
（
以
下
、

『
法
王
帝
説
』
と
附
称
す
る
）

は
日
本
仏
教
の
草
創
期
の
事
情
を
語

っ
て
い
る
が
、
し
か
し
両
書
の
成
立
年
代
は
、
仏
教
伝
来
の
時
期
よ
り
、
二
世
紀
、
も
し
く
は
そ
れ
以
上
も
お
く
れ
て
い
る
の
み
な
ら
ず
、

『
元
興
寺
縁
起
』
に
は
、
多
く
の
説
話
的
要
素
が
加
わ
っ
て
お
り
、
史
料
と
し
て
用
い
る
こ
と
に
は
慎
重
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

と
こ
ろ
で
、
仏
教
伝
来
以
降
の
歴
史
を
、
年
代
記
風

F
記
し
、
統
一
的
な
見
通
し
を
与
え
た
の
は
、
『
日
本
書
紀
』
で
あ
る
。
『
書
紀
』
の
仏

教
関
係
記
事
は
、
必
要
に
応
じ
、
断
片
的
に
記
載
さ
れ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
が
、
も
し
現
行
の
『
書
紀
』
が
伝
え
ら
れ
な
か
っ
た
と
す
れ
ば
、

日
本
に
お
け
る
仏
教
受
容
の
歴
史
を
遡
及
す
る
道
は
、
大
幅
に
問
、
ざ
さ
れ
た
と
い
え
よ
う
。
草
創
期
に
お
け
る
僧
尼
の
動
静
、
た
と
え
ば
大
唐

（
階
）
学
問
僧
の
消
息
ゃ
、

僧
官
制
度
の
創
始
、

お
よ
び
そ
の
変
遷
の
一
端
な
ど
は
、
『
書
紀
』
の
記
述
に
よ
っ
て
の
み
知
る
こ
と
が
で
き
る

の
で
あ
る
。仏
教
伝
来
の
史
実
と
説
話
（
回
村
〉



仏
教
伝
来
の
史
実
と
説
話
（
田
村
）

『
日
本
書
紀
』
を
、
古
代
史
再
構
成
の
史
料
と
し
て
用
い
る
場
合
、
津
田
左
右
士
口
氏
の
記
紀
研
究
の
業
績
ぞ
前
提
と
す
る
こ
と
は
、
学
界
の

常
識
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
津
田
氏
の
記
紀
の
本
文
批
判
は
、
否
定
的
傾
向
が
濃
厚
で
あ
る
の
み
な
ら
ず
、
初
期
仏
教
史
に
限
っ
て

い
え
ば
、
津
田
氏
は
、
史
料
批
判
を
厳
正
に
推
し
進
め
ら
れ
た
反
面
、
そ
の
批
判
に
堪
え
た
史
料
に
よ
る
初
期
日
本
仏
教
史
の
再
構
成
（
記

述
）
に
ま
で
、
手
を
染
め
ら
れ
な
か
っ
た
。
い
い
か
え
れ
ば
、
津
田
氏
の
立
場
は
、
史
料
批
判
に
と
ど
ま
り
、
初
期
日
本
仏
教
史
の
統
一
的
綜

合
的
把
握
に
ま
で
至
っ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
は
、
津
田
氏
が
、
初
期
日
本
仏
教
史
に
関
心
を
寄
せ
ら
れ
な
か
っ
た
か
ら
か
も
知
れ
な
い
が
、
し
か
し
、
史
料
批
判
者
が
、
同
時

に
、
歴
史
再
構
成
者
に
な
る
こ
と
の
困
難
を
暗
示
す
る
と
も
い
え
よ
う
。
厳
密
な
批
判
に
堪
え
た
史
料
が
、
部
分
的
断
片
的
に
し
か
遺
存
し
な

い
領
域
に
お
い
て
は
、
仮
説
を
提
示
す
る
こ
と
な
し
に
、

一
貫
し
た
歴
史
を
再
構
成
す
る
こ
と
は
、
不
可
能
川
と
さ
え
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

初
期
日
本
仏
教
史
の
構
成
者
（
記
述
者
）
の
立
場
に
立
ち
つ
つ
、
津
田
氏
が
示
さ
れ
た

『
書
紀
』

の
本
文
批
判
に
対
す
る
と
き
、
私
に
と
っ

て
、
に
わ
か
に
賛
成
で
き
ぬ
個
所
が
あ
る
。

仏
教
の
伝
来
、
お
よ
び
そ
の
受
容
・
拒
否
を
め
ぐ
る
蘇
我
・
物
部
両
氏
の
対
立
・
抗
争
を
記
述
し
た
欽
明
紀
・
敏
達
紀
に
つ
い
て
の
津
田
氏

の
本
文
批
判
を
要
約
す
れ
ば
、
次
の
通
り
で
あ
る
吋
）

付
欽
明
紀
十
三
年
条
。

μい

仏
像
・
経
論
な
ど
を
献
じ
た
宵
済
王
の
上
表
、
お
よ
び
そ
れ
に
つ
い
て
の
天
皇
の
勅
語
の
内
容
は
、

『
金
光
明
最
勝
王
経
』
の
文
字
の
変
改
補
綴
を
経

た
も
の
で
あ
り
、
従
っ
て
、
書
紀
の
編
者
の
手
に
な
っ
て
い
る
。

（ロ）

｝
内
済
の
閉
山
一
明
王
が
、
仏
像
や
経
典
を
献
上
し
た
訴
は
、
行
済
の
中
一
終
と
は
関
係
が
た
く
、
日
水
に
お
い
て
成
井
比
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
仏
教
の
初

伝
と
し
、
あ
る
い
は
特
殊
な
事
件
で
あ
っ
た
と
見
倣
す
の
は
事
実
に
背
く
。
ま
た
仏
教
の
伝
来
を
欽
明
天
皇
十
三
年
に
す
る
の
は
、
戊
午
と
す
る
異
説

の
存
在
、
お
よ
び
こ
の
時
代
の
書
紀
の
紀
年
の
性
質
か
ら
も
、
信
歩
－
置
く
こ
と
が
で
き
な
い
。



Qす

百
済
と
日
本
と
は
密
接
な
関
係
に
あ
り
、
交
通
も
頻
繁
で
あ
っ
た
事
実
を
考
え
る
と
、
六
世
紀
中
期
に
あ
た
る
欽
明
朝
以
前
に
、
す
で
に
仏
像
が
渡
来

し
、
仏
を
杷
る
こ
と
が
日
本
人
の
聞
に
も
知
ら
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
、

『
扶
桑
略
記
』
所
載
の
薬
恒
『
法
華
験
記
』
所
引
の
「
延
燐
寺
神
苓

記
」
に
よ
る
継
体
朝
仏
教
波
来
説
に
つ
い
て
い
え
ば
、
司
馬
達
等
が
仏
像
を
も
た
ら
し
た
ニ
と
は
事
実
で
あ
ろ
う
が
、
こ
れ
を
継
体
朝
と
す
る
こ
と
に

根
拠
は
な
い
。

（三J

欽
明
紀
十
四
年
条
。

(::.) 

茅
湾
海
か
ら
梢
仰
木
が
現
わ
れ
、
こ
れ
に
よ
っ
て
仏
像
を
造
っ
た
と
い
う
吉
野
寺
放
光
像
の
話
は
、
事
実
で
な
い
。

田
敏
達
紀
十
三
年
条
。

~ 

斎
会
の
と
き
、
一
司
馬
遼
等
が
舎
利
を
得
、
こ
れ
を
諒
我
馬
子
に
献
じ
た
記
事
は
、
仏
家
の
造
作
で
あ
る
。
た
だ
し
、
鹿
深
臣
が
百
済
か
ら
弥
紡
像
を
も

た
ら
し
た
話
、
司
馬
達
等
の
女
の
鳴
ら
一
二
人
が
、
橋
磨
の
恵
使
に
つ
い
て
出
家
し
た
話
に
は
、
多
少
の
事
実
の
根
拠
が
あ
ろ
う
。

（四）

欽
明
紀
十
三
年
条
・
敏
達
紀
十
四
年
条
。

付

蕃
神
礼
拝
の
可
否
に
関
す
る
蘇
我
氏
と
物
部
・
中
臣
両
氏
と
の
争
い
は
、
事
実
で
な
い
。
ま
た
仏
像
の
投
棄
や
伽
態
の
焼
却
の
記
事
も
、
事
実
と
し
て

信
ず
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
後
に
な
っ
て
、
仏
法
外
護
者
と
し
て
の
・
紙
我
氏
を
総
と
す
る
仏
家
が
、
物
部
氏
を
仏
敵
と
す
る
た
め
、
両
家
の
抗
争
に
宗

教
的
音
山
義
を
付
し
て
造
作
し
た
説
話
で
あ
り
、
な
お
仏
教
興
隆
の
刺
戟
に
よ
り
形
成
せ
ら
れ
た
一
種
の
民
族
信
仰
維
持
主
義
も
、
こ
の
説
話
の
成
立
に

作
用
し
て
い
る
で
あ
ろ
う
。

欽
明
・
敏
達
両
紀
に
見
ら
れ
る
仏
教
関
係
記
事
に
つ
い
て
の
津
田
氏
の
批
判
は
、
右
に
挙
げ
た
六
項
目
に
要
約
で
き
る
と
考
え
ら
れ
る
。

津
田
氏
は
、
説
話
と
歴
史
的
事
実
の
記
載
と
ぞ
厳
重
に
区
別
会
れ
る
が
、
概
し
て
い
え
ば
、
初
期
日
本
仏
教
史
の
史
料
と
し
て
の
『
日
本
書

紀
』
の
価
値
に
つ
い
て
は
、
懐
疑
的
・
否
定
的
で
あ
る
。

私
は
、
右
の
項
目
の
う
ち
、
と
く
に
伺
と
付
を
中
心
に
、
卑
見
を
述
べ
る
こ
と
と
す
る
。

註

仏
教
伝
来
の
史
実
と
説
話
（
回
村
）



仏
教
伝
来
の
史
実
と
説
話
（
田
村
）

四

①
津
田
左
右
士
口
『
日
本
古
典
の
研
究
』
下
、
八
六
J
一
O
O頁。

こ
、
仏
教
伝
来
説
話
に
つ
い
て

欽
明
十
三
年
（
五
五
二
〉
の
仏
教
伝
来
に
つ
い
て
の

『
日
本
書
紀
』

の
記
事
が
、

長
安
三
年
（
七
O
三
、
大
宝
三
年
）
に
義
浄
が
訳
出
し
た

『
金
光
明
最
勝
王
経
』
の
文
句
を
採
り
、
ま
た
竜
期
三
年
〈
天
智
天
皇
二
年
〉
に
玄
弊
が
訳
出
し
た
『
大
般
若
経
』
の
思
想
的
影
響
を
受
け
た
と

推
定
さ
れ
る
こ
と
は
、
欽
明
十
三
年
紀
に
載
せ
る
仏
教
伝
来
の
記
事
の
成
立
が
、
右
二
経
典
の
日
本
舶
載
以
後
で
あ
り
、
か
っ
『
書
紀
』
の
編

者
の
造
作
で
あ
る
こ
と
を
暗
示
し
て
い
る
。

し
か
し
、
仏
教
伝
来
の
記
事
が
、
『
書
紀
』
の
編
者
の
造
作
で
あ
る
ζ

と
は
、
た
だ
ち
に
、
仏
教
伝
来
の
事
実
そ
の
も
の
ま
で
色
、
「
書
紀
』

の
編
者
の
造
作
で
あ
っ
た
乙
と
を
意
味
し
な
い
。

と
い
う
の
は
、
欽
明
十
三
年
紀
の
仏
教
伝
来
の
記
事
の
な
か
に
、
説
話
的
部
分
と
史
実
的
部
分
と
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

津
田
民
は
、
百
済
の
聖
明
王
に
よ
る
仏
像
な
ど
の
献
上
の
事
実
が
、
百
済
の
史
籍
に
記
載
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
を
理
由
に
、

こ
れ
を
否

定
レ
、
か
え
っ
て
日
本
で
成
立
し
た
説
話
で
あ
る
と
主
張
さ
れ
る
。
ま
た
仏
教
伝
来
を
欽
明
朝
の
ζ

と
と
し
た
の
は
、
た
と
え
ぽ
シ
ナ
の
典
籍

の
伝
来
を
応
神
朝
に
、
種
々
の
工
芸
技
術
の
伝
来
を
雄
略
朝
に
か
け
た
の
と
同
じ
手
法
で
あ
ろ
う
と
推
論
さ
れ
た
。

仏
教
伝
来
が
、
欽
明
天
皇
戊
午
年
（
五
三
八
）
に
あ
た
る
と
と
は
、
定
説
と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
な

（イ）

大
倭
国
仏
法
、
創
自
斯
帰
嶋
宮
治
天
下
天
国
案
春
岐
広
庭
天
皇
御
世
、
蘇
我
大
臣
稲
目
宿
繭
仕
奉
時
、
治
天
下
七
年
歳
次
戊
午
十
二
月
度
来
、
育
済
問

喜
一
明
王
時
、
太
子
一
弁
濯
仏
之
器
一
具
及
説
仏
起
書
巻
一
鐙
度
而
一
言
、
当
一
関
、
仏
法
既
是
世
間
無
上
之
法
、
其
国
亦
応
修
行
也
（
「
元
興
寺
縁
起
』
）
。

（ロ）

志
発
嶋
天
皇
御
世
戊
午
年
十
月
十
二
日
、
百
済
扇
聖
明
王
、
始
奉
度
仏
像
経
教
井
僧
等
、
勅
授
蘇
我
稲
目
稿
欄
大
臣
令
輿
隆
也
（
『
法
王
帝
説
』
）
。

仏
教
伝
来
の
年
次
を
欽
明
戊
午
年
と
す
る
『
元
奥
寺
縁
起
』
の
記
事
は
、
欽
明
十
三
年
仏
教
伝
来
説
を
伝
え
る
『
書
紀
』
の
記
事
を
訂
正
す



る
と
考
え
ら
れ
る
。

『
日
本
書
紀
』
が
、
仏
教
伝
来
を
欽
明
天
皇
十
三
年
に
措
定
し
た
理
由
に
つ
い
て
は
、
諸
説
が
あ
る
が
、
私
は
欽
明
十
三
年
（
五
五
二
〉
が
、

釈
迦
入
滅
後
一
五

O
一
年
目
、
す
な
わ
ち
末
法
第
一
年
に
相
当
す
る
と
こ
ろ
か
ら
、
仏
教
伝
来
の
記
事
の
撰
者
｜
｜
お
そ
ら
く
大
安
寺
の
道
慈

ー
ー
が
、
末
法
の
様
相
を
濃
厚
に
す
る
唐
の
仏
教
に
対
す
る
優
越
意
識
を
、
日
本
の
国
家
仏
教
の
輿
降
の
事
実
を
背
景
と
し
て
、
誇
示
し
よ
う

と
し
た
点
に
求
め
た
い
。

欽
明
十
一
一
一
年
紀
が
意
味
す
る
の
は
、
百
済
の
聖
明
王
が
、
仏
像
な
ど
を
献
じ
、
日
本
の
天
皇
に
、
仏
教
受
容
易
｝
要
請
し
た
と
と
で
あ
る
。

仏
教
の
伝
来
年
次
、
ま
た
『
金
光
明
最
勝
王
経
』
な
ど
の
経
典
の
文
句
に
よ
る
文
飾
な
ど
、
『
書
紀
』

の
撰
者
に
よ
る
造
作
が
認
め
ら
れ
る

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
仏
教
受
容
が
、
ま
ず
欽
明
天
皇
の
当
面
の
問
題
に
な
っ
た
事
実
吾
、
否
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

津
田
氏
が
、
「
型
一
明
王
の
名
が
特
に
記
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
見
れ
ば
、

此
の
王
が
何
等
か
の
機
会
に
仏
像
な
ど
巻
献
っ
た
こ
と
は
あ
っ

た
で
も
あ
ろ
う
が
、

そ
れ
を
仏
教
の
初
伝
と
し
、

ま
た
そ
れ
が
特
殊
の
事
件
で
あ
っ
た
と
す
る
の
は
事
実
で
は
ゐ
る
ま
い
」

と
説
か
れ
る
の

は
、
仏
教
伝
来
説
話
そ
の
も
の
を
歴
史
的
事
実
と
認
め
ず
、
ま
た
仏
教
伝
来
説
話
そ
の
も
の
に
、
歴
史
的
事
実
を
見
出
そ
う
と
し
な
い
津
田
氏

の
立
場
か
ら
す
れ
ば
、
当
然
と
も
い
え
よ
う
。

百
済
王
に
よ
る
仏
像
・
経
典
の
献
上
は
、
日
本
仏
教
史
の
第
一
一
良
を
意
味
す
る
の
で
は
な
い
が
、
し
か
し
、
天
皇
家
と
仏
教
と
の
最
初
の
接

触
を
一
市
す
画
期
的
事
件
で
あ
っ
た
こ
と
は
疑
い
え
な
い
。

六
世
紀
中
葉
に
、
朝
鮮
半
島
を
経
て
日
本
に
伝
え
ら
れ
た
仏
教
は
、
当
時
の
日
本
人
に
、
抵
抗
な
く
受
容
さ
れ
る
場
合
も
あ
っ
た
で
あ
ろ
う

し
、
ま
た
反
撞
を
惹
起
す
る
場
合
も
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
そ
の
詳
細
に
つ
い
て
は
不
明
と
い
う
外
は
な
い
が
、
た
だ
一
つ
の
明
言
で
き
る
こ
と

は
、
天
皇
家
が
仏
教
を
受
容
す
る
ま
で
に
、
約
一
世
紀
の
期
間
を
必
要
と
し
た
と
と
で
あ
る
。

天
皇
家
に
よ
る
仏
教
受
容
を
客
観
的
に
示
す
事
実
は
、
天
皇
が
み
ず
か
ら
寺
を
建
て
、
ま
た
宮
廷
に
仏
像
を
安
置
す
る
乙
と
で
あ
る
。
そ
し
て

仏
教
伝
来
の
史
実
と
説
話
（
田
村
）

五



仏
教
伝
来
の
史
実
と
説
話
（
田
村
）

J』ノ、

好
明
天
皇
に
よ
る
百
済
寺
創
建
、
お
よ
び
厩
坂
官
で
の
恵
隠
に
よ
る

『
無
量
寿
経
』

の
講
経
は
、

宮
廷
仏
教
史
の
閉
幕
に
ほ
か
な
ら
な
か
っ

た。
日
本
の
仏
教
は
、
野
明
天
皇
の
時
代
に
な
っ
て
、
よ
う
や
く
宮
廷
に
定
着
す
る
が
、
そ
れ
よ
り
一
世
紀
前
の
欽
明
天
皇
の
時
代
こ
そ
、
天
皇

家
が
、
初
め
て
仏
教
と
の
交
渉
を
余
儀
な
く
せ
ら
れ
た
時
期
で
あ
る
。

欽
明
天
皇
以
降
、
敏
達
・
用
明
・
崇
峻
・
推
古
の
歴
代
天
皇
の
時
代
は
、
宮
廷
仏
教
史
に
と
っ
て
、
単
な
る
空
白
の
期
間
で
は
な
く
、
復
雑

な
葛
藤
を
含
ん
で
い
た
と
思
わ
れ
る
。
と
も
あ
れ
、
天
皇
家
と
仏
教
と
の
最
初
の
接
触
を
示
す
欽
明
朝
仏
教
伝
来
の
歴
史
的
意
義
は
、
重
要
と

い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

仏
教
は
、
百
済
ま
た
は
新
羅
の
韓
人
、
あ
る
い
は
漢
人
透
民
な
ど
の
帰
化
人
に
よ
り
、
日
本
に
持
ち
運
ば
れ
て
き
た
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、

た
と
え
ば
蘇
我
氏
の
よ
う
な
日
本
の
豪
族
層
の
な
か
に
も
、
仏
教
に
対
し
て
関
心
を
寄
せ
る
者
が
現
わ
れ
始
め
た
段
階
に
お
い
て
、
百
済
王
が

仏
像
・
経
典
な
ど
を
献
じ
、
い
わ
ば
正
式
に
、
天
皇
家
に
対
し
て
、
仏
教
の
受
容
を
求
め
た
の
で
あ
る
。

百
済
王
が
、
直
接
、
天
皇
家
に
仏
教
を
伝
え
た
意
図
は
、
す
で
に
帰
化
人
有
力
者
や
豪
族
層
に
流
布
し
て
い
る
仏
教
の
公
認
を
、
期
待
し
た

か
ら
で
あ
る
か
も
知
れ
な
い
。
そ
し
て
仏
教
ぞ
受
容
し
て
い
る
帰
化
人
や
豪
族
層
の
先
頭
に
、
大
臣
蘇
我
稲
日
を
置
き
、
百
済
王
に
よ
る
仏
像

－
経
典
の
献
上
そ
の
こ
と
を
も
、
蘇
我
稲
自
の
計
画
の
一
部
に
帰
せ
し
め
る
こ
と
も
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

私
は
、
欽
明
十
三
年
紀
の
仏
教
伝
来
説
話
に
お
い
て
、
仏
教
受
容
が
、
百
済
王
の
要
話
に
基
づ
き
、
初
め
て
天
皇
家
自
身
の
課
題
に
な
っ
た

事
実
に
注
目
し
た
い
。
上
掲
の
、

「
百
済
国
聖
明
王
時
、
：
：
：
度
而
一
一
一
己

（
『
一
冗
興
寺
縁
起
』
）
、
「
百
済
国
聖
明
玉
、
始
奉
度
仏
像
経
教
並
僧
等
」

ハ
『
法
王
帝
説
』
〉
と
あ
る
史
料
も
、
百
済
主
と
天
皇
家
と
の
聞
の
直
接
的
な
交
渉
が
、

仏
教
伝
来
の
基
礎
的
事
実
で
あ
っ
た
乙
と
を
語
っ
て

、．
i

、且，ハ
L
J
 

吋百
済
王
が
、
仏
像
や
経
典
と
と
も
に
、
僧
を
添
え
て
献
上
し
て
来
た
こ
と
は
、

欽
明
十
五
年
紀
二
月
条
に
、

「
僧
曇
恵
崎
一
寸
九
人
代
僧
道
深
等



七
人
」
と
あ
る
記
事
に
よ
っ
て
推
定
さ
れ
る
。
津
田
氏
は
、

こ
の
記
事
が
百
済
の
史
籍
か
ら
出
た
も
の
で
あ
り
、
従
っ
て
、
事
実
の
記
録
と
見

倣
さ
れ
て
い
る
が
、
百
済
か
ら
番
上
す
る
五
経
博
士
や
易
博
土
な
ど
に
準
じ
て
僧
を
交
代
せ
し
め
て
い
る
の
は
、
思
う
に
仏
教
伝
来
当
初
の
僧

の
貢
上
に
、
起
原
を
も
つ
の
で
あ
ろ
う
。

『
法
王
帝
説
』
に
も
、
聖
一
明
王
が
献
上
し
た
「
仏
像
」
「
経
教
」
と
な
ら
べ
て
、
「
僧
」
が
挙
げ
ら
れ

て
い
る
。

津
田
氏
は
、
百
済
僧
貢
上
の
記
事
を
取
り
上
げ
、
朝
廷
が
仏
教
を
拒
否
し
な
か
っ
た
こ
と
を
示
す
と
さ
れ
る
が
、
は
た
し
て
そ
の
よ
う
に
断

定
で
き
る
か
否
か
疑
問
で
あ
る
。
と
い
う
の
は
、
も
し
右
の
百
済
僧
が
、
宮
廷
に
安
置
せ
ら
れ
た
仏
像
に
奉
仕
し
、
あ
る
い
は
欽
明
天
皇
が
建

て
た
仏
殿
に
勤
仕
し
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、
津
同
説
の
よ
う
に
、
朝
廷
が
仏
教
を
受
容
し
た
と
推
論
で
き
る
が
、
し
か
し
、
百
済
王
献
上
の
仏

像
な
ど
を
大
臣
蘇
我
稲
自
に
与
え
、
欽
明
天
皇
自
身
、
仏
教
に
対
し
て
自
己
疎
外
の
道
ぞ
選
ん
だ
事
実
に
徴
す
れ
ば
、
宮
廷
に
お
け
る
仏
教
受

容
の
拠
点
は
、
存
在
す
る
筈
が
な
い
か
ら
で
あ
る
。

百
済
僧
は
交
代
で
貢
上
さ
れ
た
が
、
し
か
し
、
か
れ
ら
が
宗
教
的
儀
式
を
行
う
場
所
は
、
宮
廷
の
内
部
に
は
見
出
さ
れ
ず
、
結
局
、
貢
上
さ

れ
た
百
済
僧
は
、
宮
廷
に
迎
え
入
れ
ら
れ
な
か
っ
た
、
と
す
る
の
が
、
実
状
に
近
い
で
あ
ろ
う
。

津
田
氏
は
、
「
要
す
る
に
、
仏
教
の
欽
明
朝
渡
米
誼
は
、

っ
て
、
書
紀
の
記
載
は
其
の
最
も
発
展
し
た
形
を
示
す
も
の
で
あ
る
」
と
結
論
会
れ
る
が
、
私
は
欽
明
紀
十
三
年
条
に
見
え
る
仏
教
伝
来
の
記

記
紀
に
見
え
る
他
の
多
く
の
事
物
起
源
説
話
の
一
例
と
し
て
見
る
べ
き
も
の
で
あ

事
に
お
い
て
、
説
話
的
要
素
と
史
実
と
を
、
区
別
す
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
。
従
っ
て
、
欽
明
朝
仏
教
伝
来
説
話
を
、
事
物
起
源
説
話
の
事
例

の
一
つ
と
し
て
扱
う
こ
と
に
同
意
で
き
な
い
の
で
あ
る
。

註①
辻
養
之
助
『
日
本
仏
教
史
』
上
世
錦
、
一
二
四
J
四一一一只
ο

②
北
条
文
彦
「
臼
木
仏
教
公
伝
年
代
の
問
題
」

（
「
書
俊
部
紀
要
』
九
）
。

仏
教
伝
来
の
史
実
と
説
話
（
田
村
）

rじ



仏
教
伝
来
の
史
実
た
説
話
〈
岡
村
）

i¥ 

益
問
宗
「
欽
明
天
皇
十
三
年
仏
教
渡
来
説
の
成
立
」
（
『
日
木
古
代
史
論
集
』
上
）
。

③
拙
稿
「
欽
明
十
一
一
一
年
l

仏
教
被
来
説
と
末
法
思
想
」

〈
『
日
木
附
出
火
』
一
七
八
〉
・
同
「
末
法
思
想
と
道
怒
」
（
『
統
日
本
紀
研
究
』
一
一
一
四
）
。

、
蘇
裁
・
物
部
両
氏
抗
争
説
話
に
つ
い
て

『
書
紀
』
に
記
載
せ
ら
れ
た
蕃
神
H
仏
礼
拝
の
可
否
を
め
ぐ
る
蘇
我
氏
と
物
部
・
中
臣
両
氏
と
の
抗
争
が
、
歴
史
上
の
事
実
で
は
な
く
、
仏

家
の
手
に
な
る
説
話
で
あ
る
と
す
る
津
田
左
右
土
口
氏
の
主
張
は
、
さ
つ
の
理
由
に
裏
付
け
ら
れ
て
い
る
。
第
一
は
、
古
代
中
国
の
書
籍
に
見
ら

れ
る
仏
教
受
容
の
記
述
の
発
想
を
模
倣
し
た
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
、
第
一
一
は
、
仏
教
伝
来
の
当
初
に
お
い
て
、
山
田
間
仏
・
排
仏
の
思
想
的
対
立
が

生
じ
た
と
思
わ
れ
な
い
こ
と
、
そ
し
て
第
三
一
に
、
こ
の
種
の
説
話
が
造
作
せ
ら
れ
た
動
機
の
存
在
が
推
測
さ
れ
る
と
と
、
で
あ
る
。

右
の
津
田
説
に
つ
い
て
、
さ
ら
に
詳
説
し
よ
う
。

〈
西
域
伝
）
・

仏
を
神
と
し
、
自
国
の
神
に
対
す
る
外
国
の
神
と
み
る
例
は
、
『
四
十
二
章
経
』
（
序
）
・
『
後
漢
書
』

（
摂
摩
騰
・
康
僧
会
条
〉
な
ど
に
あ
り
、
『
説
書
』
（
釈
老
志
）
に
は
神
胡
「
、
晋
醤
』
（
芸
術
伝
）
に
は
戎
神
と
あ
り
、

第
一
の
理
由
に
つ
い
て
い
え
ば
、

『
高
僧
伝
』

蕃

神
と
い
う
名
は
、
こ
れ
ら
に
学
ん
だ
の
で
あ
ろ
う
。

ま
た
物
部
氏
ら
が
、
崇
仏
に
反
対
し
た
理
由

l
l
「
我
国
家
之
王
天
下
者
、
恒
以
天
地
社
稜
百
八
十
神
、
春
夏
秋
冬
、
祭
拝
為
事
、
方
今
改

拝
蕃
神
、
恐
致
国
神
之
怒
」
ー
ー
は
、
『
高
僧
伝
』
の
仏
国
澄
伝
に
出
て
い
る
王
度
の
意
見
l
l
s
「
夫
王
者
、
郊
紀
夫
地
、
祭
奉
百
神
、
載
在
日
記

典
、
礼
有
嘗
饗
、
仏
出
西
域
、
外
国
之
神
、
功
不
施
民
、
非
天
子
諸
華
所
応
澗
奉
」
ー
ー
を
想
起
さ
せ
る
。

理
由
の
第
二
は
、
新
米
の
仏
教
を
め
ぐ
り
、
受
容
と
拒
否
の
忠
松
上
の
争
い
を
生
ず
る
に
は
、
仏
教
に
対
抗
し
う
る
何
も
の
か
が
、
自
国
の

側
に
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
す
る
前
提
に
支
え
ら
れ
て
い
る
。

シ
ナ
人
が
、
仏
教
を
拒
否
し
た
場
合
が
あ
る
が
、
そ
れ
は
、
周
孔
の
教
が
あ
る
と

の
自
負
を
背
景
と
し
た
か
ら
で
あ
っ
た
。
当
時
の
日
本
に
は
、
思
想
的
に
、
仏
教
に
対
置
せ
ら
れ
る
よ
う
な
も
の
が
な
い
の
み
な
ら
ず
、
百
済



や
シ
ナ
伝
来
の
事
物
の
す
べ
て
が
尊
尚
せ
ら
れ
、
学
習
せ
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
新
来
の
仏
教
に
帰
向
す
る
の
が
、

一
般
的
傾
向
で
め
っ
た

で
み
の
ろ
う
。

理
由
の
第
三
は
、
な
ぜ
仏
教
に
対
す
る
反
対
の
意
見
が
案
出
せ
ら
れ
た
か
、
の
問
題
提
起
に
関
連
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
仏
教
が
或
る
程

度
行
わ
れ
た
後
、
蘇
我
氏
を
徳
と
す
る
仏
家
が
、
物
部
氏
を
仏
敵
と
し
、
両
氏
の
争
い
に
宗
教
的
・
思
想
的
意
義
を
付
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

以
上
が
、
蘇
我
・
物
部
両
氏
に
よ
る
崇
仏
・
排
仏
の
対
立
を
、
説
話
と
見
倣
す
津
田
氏
の
所
説
の
要
点
で
あ
る
。

さ
て
右
の
第
一
の
理
由
で
あ
る
が
、
『
高
僧
伝
』
〈
仏
関
湾
条
）
に
記
さ
れ
た
王
度
の
言
葉
L
」
、
物
部
氏
、
ら
の
仏
教
拒
否
の
湊
言
と
は
、
相
い
通

ず
る
も
の
が
あ
り
、
仏
を
神
と
し
、
自
国
の
神
に
対
す
る
外
国
の
神
と
み
る
発
想
も
、
古
代
中
国
の
書
籍
に
見
ら
れ
る
。
し
か
し
、

こ
の
こ
と

が
、
単
に
仏
家
な
い
し
『
書
紀
』
の
撰
者
の
修
辞
上
の
事
柄
で
あ
る
か
、
ま
た
は
、
仏
教
を
迎
え
た
当
時
の
日
本
人
の
意
識
に
結
び
つ
く
事
柄

で
あ
る
か
は
、
改
め
て
検
討
せ
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

「
日
本
書
紀
』
の
記
事
に
、
古
代
中
国
の
書
籍
の
用
語
を
模
倣
し
た
個
所
が
あ
る
と
し
て
も
、
『
書
紀
』
が
記
述
し
よ
う
と
す
る
内
容
ま
で

が
、
中
国
の
古
典
に
負
う
の
か
、
あ
る
い
は
、
事
実
が
す
で
に
あ
り
、

そ
れ
ぞ
表
現
す
る
た
め
の
修
辞
・
用
語
の
み
が
、
中
国
の
古
典
か
ら
学

ば
れ
た
か
は
、

一
応
別
個
の
問
題
と
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
し
て
乙
れ
は
、
蕃
神
を
め
ぐ
る
蘇
我
・
物
部
両
氏
の
抗
争
そ
の
も
の
が
、

案
出
さ
れ
た
説
話
で
あ
る
か
、
ま
た
は
事
実
の
一
端
を
示
し
て
い
る
か
の
問
題
と
も
関
連
し
て
い
る
。

欽
明
朝
に
お
け
る
仏
教
伝
来
の
意
義
は
、
す
で
に
指
摘
し
た
よ
う
に
、
百
済
主
が
直
接
、
日
本
の
天
皇
家
に
、
仏
教
受
容
を
要
請
し
た
こ
と

に
あ
っ
た
。
そ
し
て
天
皇
家
が
、
仏
教
受
容
に
踏
み
切
っ
た
の
は
、
史
料
の
示
す
限
り
、
好
明
天
皇
の
時
代
で
あ
る
。
と
す
れ
ば
、
欽
明
朝
よ

り
野
明
朝
に
至
る
一
世
紀
聞
に
、
天
皇
家
の
仏
教
受
容
を
め
ぐ
り
、
葛
藤
が
あ
っ
た
と
考
え
る
の
が
至
当
で
あ
ろ
う
。
（
宮
廷
の
仏
教
問
題
が
、

欽
明
朝
以
来
、
棚
上
ヴ
さ
れ
た
ま
ま
経
過
し
、
箭
明
朝
に
至
っ
て
、
突
如
、
仏
教
受
容
を
表
明
し
た
と
す
る
見
方
も
で
き
る
が
、
こ
れ
は
史
実

で
は
な
い
と
思
う
）
。

仏
教
伝
来
の
史
実
と
説
話
（
田
村
）

九



仏
教
伝
来
の
史
実
と
説
話
ハ
田
村
）

。

百
済
か
ら
献
上
せ
ら
れ
た
仏
像
・
経
典
な
ど
が
、
容
易
に
宮
廷
に
迎
え
入
れ
ら
れ
ず
、
ま
た
仏
教
受
容
を
め
ぐ
っ
て
、
天
皇
家
の
臣
僚
の
間

で
対
立
が
つ
づ
い
た
段
階
の
仏
は
、
あ
き
ら
か
に
、
日
本
の
神
と
同
質
の
も
の
と
は
考
え
ら
れ
な
か
っ
た
。
百
済
貢
上
の
仏
像
を
迎
え
た
宮
廷

で
は
、
仏
教
を
諒
外
す
る
一
派
と
、
仏
教
を
受
容
す
る
一
派
と
が
鋭
く
対
立
し
た
の
で
あ
る
。

私
は
、
『
日
本
書
紀
』
に
お
い
て
、
新
来
の
仏
が
、
「
神
」
の
文
字
に
よ
っ
て
表
現
せ
ら
れ
、
ま
た
そ
の
記
事
が
、
中
国
の
古
典
の
成
語
を
使

用
し
て
い
る
こ
と
を
理
由
に
、
そ
の
記
事
の
す
べ
て
が
説
話
で
あ
る
と
す
る
津
田
説
に
句
同
意
す
る
乙
と
が
で
き
な
い
。

『
元
興
寺
縁
起
』
に
、
仏
を
、
「
他
国
神
」
「
神
」
と
記
し
て
い
る
。
仏
は
、
他
国
の
神
で
あ
っ
た
の
で
あ
り
、
そ
の
故
に
、
宮
廷
に
そ
の
座

席
を
与
え
ら
れ
る
ま
で
に
、

一
世
紀
の
期
聞
を
必
要
と
し
た
の
で
あ
る
。

る
前
に
、
私
は
、

第
二
の
理
由
、
す
な
わ
ち
、
外
来
の
宗
教
に
対
抗
す
る
た
め
に
は
、
自
聞
に
何
も
の
か
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
す
る
津
田
説
を
検
討
す

一
つ
の
仮
説
を
提
起
し
た
い
。
そ
れ
は
、
古
代
の
天
皇
が
、
大
王
と
し
て
日
本
の
政
治
的
統
一
者
の
地
位
を
占
め
て
後
も
、

宗
教
的
祭
記
者
と
し
て
の
伝
統
に
強
く
規
制
さ
れ
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。

本
貫
に
依
拠
し
、
私
有
地
、
私
有
民
の
領
有
体
制
を
保
持
す
る
一
般
豪
族
と
異
な
り
、
天
皇
家
の
み
が
、
地
名
や
家
職
に
よ
る
氏
の
名
を
負

わ
ず
、
歴
代
遷
宮
の
慣
行
を
継
続
し
て
い
る
事
実
は
、
古
代
天
皇
家
の
性
格
を
、
古
代
豪
族
一
般
論
に
よ
っ
て
理
解
す
る
こ
と
の
重
大
な
障
硬

と
な
る
で
あ
ろ
う
。

実
在
の
確
実
な
最
古
の
天
皇
と
さ
れ
る
応
神
天
皇
は
い
う
ま
で
も
な
く
、
実
在
の
不
確
実
な
そ
れ
以
前
の
天
皇
、
と
い
う
よ
り
、
第
一
代
の

神
武
天
皇
以
来
、
厳
重
な
歴
代
遷
宮
の
慣
行
が
遵
守
主
れ
て
い
る
よ
う
に
構
想
き
れ
て
き
て
い
る
の
は
、
天
皇
家
が
、
神
宝
を
奉
戴
す
る
祭
犯

者
で
あ
っ
た
事
実
に
根
差
し
て
い
る
。

鏡
と
剣
の
神
宝
は
、
古
代
の
天
皇
の
地
位
と
権
威
の
象
徴
で
め
っ
た
。
そ
し
て
、
こ
の
神
宝
の
祭
杷
に
は
、
中
巨
・
忌
部
・
鏡
作
・
宝
作
・

猿
女
の
五
伴
緒
が
当
た
り
、
ま
た
神
宝
の
警
街
、
す
な
わ
ち
神
宝
の
奉
安
所
と
し
て
の
宮
廷
の
警
衛
に
は
、
大
伴
・
物
部
両
氏
が
た
ず
さ
わ
っ



た。
天
皇
家
の
祭
杷
団
を
構
成
す
る
中
巨
ら
の
五
氏
、
お
よ
び
、
警
衡
を
担
当
す
る
大
伴
・
物
部
両
氏
が
、
本
貫
を
も
た
ず
、
従
っ
て
、
葛
城
氏

や
平
群
氏
な
ど
の
在
地
家
族
の
よ
う
に
、
地
名
に
因
む
民
族
名
を
帯
び
な
か
っ
た
の
は
、

か
れ
ら
が
、
自
己
の
氏
名
と
深
く
か
か
わ
り
め
い
を

も
つ
相
伝
の
家
職
に
よ
っ
て
、
主
人
皇
家
の
臣
僚
と
な
り
、
歴
代
天
皇
の
遷
宮
に
随
行
し
て
、
各
地
を
移
動
し
た
か
ら
で
あ
る
。

持
統
天
皇
に
よ
っ
て
終
止
符
が
う
た
れ
る
ま
で
の
古
代
天
皇
の
遷
宮
の
地
域
は
、
特
別
の
場
合
を
除
き
、
大
和
・
河
内
に
集
中
し
て
い
た
。

倭
の
六
県
｜
｜
高
市
・
菖
木
・
十
市
・
志
貴
・
山
辺
・
舎
一
悦
ー
ー
は
、
天
皇
家
の
原
初
的
な
領
有
地
、
す
な
わ
ち
神
宝
に
対
す
る
供
御
料
地

で
あ
っ
た
。
ま
た
古
代
の
刑
罰
体
系
で
特
異
な
位
置
を
占
め
る
天
津
罪
は
、
元
来
神
領
と
し
て
の
県
の
人
々
を
対
象
に
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

さ
て
、
仏
教
受
容
の
問
題
に
も
ど
る
な
ら
ば
、
天
皇
の
権
威
が
、
神
宝
に
支
え
ら
れ
て
い
る
段
階
に
お
い
て
、
仏
教
が
伝
来
し
た
。
そ
し
て

百
済
王
は
、
仏
像
を
宮
廷
に
安
置
す
る
こ
と
を
求
め
て
い
る
。

新
来
の
仏
像
が
、
人
々
を
惹
き
付
け
る
相
貌
・
姿
態
を
も
っ
て
い
る
と
し
て
も
、
乙
の
仏
像
を
宮
廷
に
奉
安
す
る
こ
と
が
喝
容
認
せ
ら
れ
る

で
あ
ろ
う
か
。

欽
明
天
皇
が
危
倶
し
た
の
は
、
他
国
神
を
宮
廷
に
迎
え
る
ζ

と
に
よ
っ
て
生
ず
る
既
存
の
神
の
秩
序
の
動
錨
で
あ
っ
た
。
と
い
う
の
は
、
神

宝
を
中
軸
と
す
る
神
の
序
列
は
、
天
皇
の
地
位
と
伝
統
的
権
威
に
深
く
か
か
わ
っ
て
い
る
。

私
は
、
欽
明
天
皇
の
宮
が
、
大
和
の
磯
城
郡
磯
城
嶋
、
す
な
わ
ち
一
三
輪
山
の
西
南
麓
へ
桜
井
市
金
屋
）
に
あ
っ
た
事
実
に
注
目
し
た
い
。
三
輪

お
お
み
わ

山
は
、
大
和
盆
山
の
東
南
部
に
位
置
し
て
お
り
、
大
物
主
神
を
祭
る
大
神
神
社
（
大
三
輪
神
社
）
に
は
、
特
定
の
神
肢
が
な
く
、
三
輪
山
そ
の
も

の
が
神
体
と
な
っ
て
い
る
。
大
神
が
「
お
お
み
わ
」
と
呼
ば
れ
た
よ
う
に
、
そ
の
尊
崇
の
歴
史
は
古
い
も
の
が
あ
っ
た
。
な
お
三
輪
の
地
は
、

河
内
！
大
和
｜
伊
勢
を
東
西
に
結
ぶ
道
と
、
大
和
！
l
山
背
1

北
陸
へ
北
に
通
ず
る
道
が
交
わ
る
要
衝
に
あ
た
り
、
海
石
摺
市
も
、

こ
の
付
近
に

あ
っ
’
た
。
仏
教
伝
来
の
史
実
と
説
話
（
田
村
）



仏
教
伝
来
の
史
実
と
説
話
（
田
村
）

想
像
が
許
さ
れ
る
な
ら
ば
、
難
波
に
上
陸
し
た
百
済
献
上
の
仏
像
・
経
典
な
ど
は
、
河
内
の
古
市
（
大
阪
府
羽
曳
野
市
）
を
通
り
、
二
上
山
の

建
坂
越
（
穴
虫
越
）
を
経
て
、
欽
明
天
皇
の
磯
城
嶋
金
刺
宮
に
持
ち
運
ば
れ
た
で
あ
ろ
う
。

欽
明
天
皇
（
泊
代
〉
を
嗣
い
だ
敏
達
天
皇
（
加
代
〉
は
、
は
じ
め
宮
を
大
和
の
百
済
の
大
井
（
十
市
郡
に
比
定
さ
れ
る
つ
仁
造
っ
た
が
、
ま
も
な

く
三
輪
山
の
西
方
の
磐
余
の
訳
語
田
幸
玉
宮
〈
桜
井
市
戒
重
）
に
移
っ
た
。

用
明
天
皇
（
但
代
）
は
、
磐
余
の
池
辺
隻
槻
宮
（
桜
井
市
池
之
内
）
に
住
み
、
次
の
崇
峻
天
皇
（
m
M

代
〉
は
、
池
辺
費
槻
宮
に
ほ
ど
近
い
倉
梯
宮

（
桜
井
市
倉
橋
〉
に
住
ん
だ
。

注
意
さ
れ
る
の
は
、
欽
明
天
皇
よ
り
崇
峻
天
皇
に
至
る
各
天
皇
の
官
が
、
三
輪
山
周
辺
の
磯
城
・
磐
余
に
営
ま
れ
、

そ
し
て
こ
の
時
期
に

は
、
仏
教
が
宮
廷
に
入
ら
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
。

仏
教
は
、
飛
鳥
に
宮
を
造
っ
た
野
明
天
皇
（
泊
代
〉
の
時
代
に
、

初
め
て
宮
廷
に
迎
え
ら
れ
る
が
、
蘇
我
氏
が
新
し
く
開
発
し
た
飛
鳥
地
方

と
、
三
輪
山
を
朝
夕
仰
ぎ
見
る
こ
と
が
で
き
る
磯
城
・
磐
余
地
方
は
、
北
山
・
南
山
の
山
並
に
よ
っ
て
距
て
ら
れ
て
い
た
。

な
お
、
宮
廷
の
仏
教
受
容
に
反
対
し
た
物
部
氏
は
、
石
上
神
宮
の
神
宝
の
検
校
に
た
ず
さ
わ
っ
て
い
た
。
山
の
辺
の
道
に
沿
い
、
三
輪
山
の

北
方
に
位
置
す
る
石
上
神
宮
は
、
古
代
天
皇
家
の
武
器
庫
で
あ
る
。
天
皇
家
1

1
厳
密
に
い
え
ば
、
天
皇
が
奉
戴
す
る
神
宝
ー
ー
ー
の
聴
昔
話
…
を
世

職
と
す
る
物
部
氏
は
、
後
に
布
都
御
魂
の
剣
を
祭
神
と
す
る
石
上
神
宮
を
、
自
己
の
氏
神
に
戴
く
よ
う
に
な
る
が
、
と
も
あ
れ
神
々
の
権
威
と

秩
序
の
擁
護
に
、
自
家
の
使
命
を
託
す
る
物
部
氏
が
、
仏
教
拒
否
を
闇
執
し
た
の
は
当
然
で
あ
っ
た
。

物
部
氏
に
同
調
し
、
排
仏
を
主
張
し
た
中
臣
民
に
つ
い
て
は
、
前
述
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
古
代
天
皇
家
の
祭
記
団
ー
ー
ー
五
伴
緒
に
統
率

せ
ら
れ
た
｜
｜
の
筆
頭
と
し
て
、
中
臣
氏
が
天
皇
家
に
負
う
責
務
は
重
大
で
あ
っ
た
。
天
皇
の
地
位
と
権
威
を
象
徴
す
る
神
宝
が
、
歴
代
の
天

皇
に
よ
っ
て
継
承
せ
ら
れ
、
そ
し
て
中
臣
氏
ら
の
祭
－
柁
団
が
、
神
宝
の
奉
杷
を
職
責
と
し
て
い
る
段
階
に
お
い
て
、
見
知
ら
ぬ
他
国
神
の
宮
廷

安
置
に
不
安
と
危
倶
を
示
し
、
そ
し
て
究
極
に
お
い
て
、
反
撃
の
態
度
を
と
る
の
も
、
自
然
の
成
計
と
い
う
べ
き
で
あ
っ
た
。
神
宝
を
主
座
に



安
置
す
る
宮
廷
に
お
い
て
、
他
国
神
を
迎
え
る
座
席
が
、
早
急
に
用
意
さ
れ
る
筈
は
な
く
、
そ
し
て
三
輪
山
や
石
上
神
宮
の
神
威
る
、
仏
教
の

宮
廷
流
入
を
拒
む
の
に
、
有
力
な
役
割
を
果
た
し
た
で
あ
ろ
う
。

新
来
の
仏
教
の
受
容
・
拒
否
を
め
ぐ
り
、
思
想
的
な
争
い
が
生
ま
れ
る
に
は
、
仏
教
に
対
抗
す
る
何
も
の
か
が
、
自
国
に
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ

と
す
る
津
田
説
に
同
意
す
る
が
、
た
だ
私
は
、
欽
明
朝
に
お
け
る
仏
教
伝
来
の
歴
史
的
意
義
が
、
日
本
の
固
ま
た
は
日
本
人
の
仏
教
受
容
と
し

て
で
は
な
く
、
天
皇
家
の
仏
教
受
容
の
問
題
で
あ
っ
た
ζ

と
を
再
確
認
し
た
い
。

第
三
の
理
由
と
し
て
、
仏
教
に
対
す
る
反
対
意
見
が
生
ず
る
の
は
、
仏
教
が
或
る
程
度
に
行
わ
れ
た
後
で
あ
る
こ
と
、
そ
し
て
蘇
我
氏
の
仏

法
興
隆
を
徳
と
す
る
仏
家
が
、
物
部
氏
を
仏
敵
の
地
位
に
隠
す
目
的
で
、
蘇
我
・
物
部
両
氏
対
立
の
説
話
を
つ
く
っ
た
こ
と
、
が
指
摘
せ
ら
れ

句。。
再
び
仏
教
伝
来
の
当
時
に
立
ち
も
ど
る
な
ら
ば
、
百
済
王
か
ら
の
仏
像
・
経
典
の
献
上
、
ま
た
仏
教
受
容
の
要
請
に
対
し
、
宮
廷
に
お
い
て

は
、
早
急
な
態
度
の
決
定
が
な
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。

百
済
・
任
那
な
ど
朝
鮮
半
島
諸
国
か
ら
の
貢
物
は
、
蘇
我
氏
の
支
配
下
に
あ
る
東
漢
民
や
西
文
民
な
ど
の
帰
化
系
民
族
の
手
に
よ
り
、
内
蔵

－
大
蔵
に
納
入
せ
ら
れ
る
の
が
通
例
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、

こ
の
た
び
の
仏
像
の
類
は
、

一
般
の
貢
上
品
と
異
な
り
、
天
皇
家

に
よ
る
祭
杷
が
求
め
ら
れ
て
い
た
。

欽
明
天
皇
の
と
る
べ
き
道
は
、
百
済
王
の
要
請
の
通
り
、
そ
の
仏
像
を
宮
廷
に
迎
え
入
れ
る
か
、
あ
る
い
は
、
宮
廷
の
外
で
祭
ら
し
め
る
か

の
い
ず
れ
か
で
あ
る
。

天
皇
の
地
位
と
権
威
の
源
泉
で
あ
る
神
々
の
秩
序
に
、
重
大
な
変
化
を
与
え
る
こ
と
を
恐
れ
た
欽
明
天
皇
は
、
こ
の
問
題
の
決
定
を
側
近
に

委
ね
た
。
そ
し
て
欽
明
天
皇
が
選
ん
だ
仏
教
に
対
す
る
自
己
疎
外
の
立
場
（
｜
傍
観
的
中
立
的
態
度
ー
ー
は
、
そ
れ
以
後
一
世
紀
閣
の
歴
代
天

皇
に
よ
っ
て
、
忠
実
に
継
承
せ
ら
れ
た
。

仏
教
伝
来
の
史
実
と
説
話
（
田
村
）



仏
教
伝
来
の
史
実
と
説
話
ハ
田
村
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四

蘇
我
民
が
仏
法
輿
隆
の
推
進
者
で
あ
っ
た
事
実
に
基
づ
き
、
蘇
我
氏
を
徳
と
す
る
仏
家
が
、
物
部
民
を
仏
敵
と
し
、
両
氏
の
争
い
に
宗
教
的

意
義
を
付
し
た
と
、
津
田
民
は
推
論
さ
れ
る
が
、
し
か
し
、
蘇
我
・
物
部
両
民
の
勢
力
争
い
に
よ
り
、
物
部
氏
の
本
宗
が
滅
亡
し
た
後
に
お
い

て
、
な
お
物
部
氏
を
仏
敵
と
す
る
必
要
が
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
か
。
ま
た
蘇
我
民
の
滅
亡
後
、
蘇
我
民
の
外
護
者
と
し
て
の
役
割
を
、
そ
れ
ほ
ど

高
く
評
価
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
か
。

蘇
我
馬
子
が
、
私
寺
と
し
て
建
立
し
た
飛
鳥
の
法
典
寺
も
、
蘇
我
氏
の
滅
亡
後
に
は
、
推
古
天
皇
の
勅
願
と
せ
ら
れ
、
ま
た
聖
徳
太
子
を
、

創
建
者
の
一
人
に
加
え
る
よ
う
な
造
作
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
こ
と
と
、
津
田
氏
が
推
論
さ
れ
る
仏
家
の
動
き
と
は
、
如
何
に
関
連
す
る

の
で
あ
ろ
う
か
。
蘇
我
氏
に
よ
る
仏
法
興
隆
の
功
績
を
あ
ら
わ
し
、
そ
し
て
物
部
氏
を
仏
敵
と
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
事
態
が
、
い
つ
頃
に
生
じ
た
か

に
つ
い
て
、
津
田
民
は
明
言
せ
ら
れ
て
い
な
い
が
、
私
は
、

こ
の
要
請
を
、
歴
史
的
時
点
に
位
置
づ
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
思
う
。

次
に
、
欽
明
紀
十
三
年
条
お
よ
び
敏
達
紀
十
四
年
条
に
見
ら
れ
る
仏
像
の
投
棄
や
伽
藍
の
焼
却
が
、
二
度
も
反
覆
せ
ら
れ
る
の
は
奇
怪
で
み
の

り
、
ま
た
仏
像
を
、
飛
鳥
の
地
か
ら
遠
方
の
難
波
の
堀
江
に
枠
内
け
棄
て
た
こ
と
も
‘
事
実
と
し
て
信
ぜ
ら
れ
な
い
と
す
る
津
田
民
の
所
説
に
つ

い
て
、
私
は
、
狩
谷
被
斎
の
、
「
蓋
以
一
事
誤
為
二
時
之
事
也
」
（
S
V
立
争
伊
】
と
り
た
い
。

そ
し
て
『
一
克
典
寺
縁
起
』
お
よ
び
『
法
王
帝
説
』
が

伝
え
る
よ
う
に
、
破
仏
は
庚
寅
年
に
一
回
行
わ
れ
た
と
考
え
る
。

庚
寅
年
（
欽
明
天
皇
三
十
一
年
、
五
七
O
）
は
、
蘇
我
稲
田
が
死
ん
だ
年
で
あ
る
。

百
済
王
が
献
上
し
た
仏
像
や
経
典
は
、
欽
明
天
皇
か
ら
蘇
我
稲
自
に
与
え
ら
れ
た
。
そ
し
て
稲
目
は
、

そ
の
仏
像
を
、
飛
鳥
の
自
己
の
家
宅

に
安
置
し
た
。

蘇
我
稲
目
は
、
帰
化
人
を
は
じ
め
と
す
る
崇
仏
派
の
先
頭
に
立
ら
、
そ
し
て
稲
自
の
仏
殿
は
、
日
本
の
仏
法
興
隆
の
、

さ

3
や
か
な
、
し
か

し
有
力
な
拠
点
と
な
っ
た
。
仏
教
の
宮
廷
流
入
阻
止
に
成
功
し
て
き
た
物
部
・
中
臣
の
諸
氏
が
、
飛
鳥
の
蘇
我
民
に
よ
っ
て
支
持
さ
れ
る
仏
教

受
容
の
気
運
に
、
抵
抗
を
感
じ
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。



し
か
し
、
暴
力
的
に
破
仏
を
断
行
す
る
に
は
、
蘇
我
民
の
勢
力
は
強
大
で
あ
っ
た
。

こ
う
し
て
機
会
を
う
か
が
っ
て
い
た
物
部
・
中
臣
両
民

は
、
蘇
我
稲
目
の
死
去
の
時
期
を
と
ら
え
、
仏
像
の
投
棄
・
仏
殿
の
焼
却
を
決
行
し
た
の
で
あ
る
。

大
臣
の
地
位
を
世
襲
し
た
蘇
我
克
子
は
、

大
連
の
物
部
尾
輿
ら
か
ら
す
れ
ば
、
遥
か
に
若
年
で
あ
り
、

組
み
し
や
す
い
相
手
と
見
ち
れ
て

も
、
や
む
を
え
な
か
っ
た
。

物
部
・
中
臣
両
民
が
、
執
劫
な
ま
で
に
排
仏
を
主
張
し
、
ま
た
支
持
者
を
獲
得
し
え
た
の
は
、
岡
山
う
に
新
来
の
神
H
仏
が
、
疫
病
の
流
行
の

根
源
と
考
え
ら
れ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。

こ
の
仏
像
号
、
蘇
我
氏
の
仏
肢
の
あ
る
飛
鳥
か
ら
、
難
波
に
ま
で
運
ん
で
、
堀
江
に
投
げ
棄
て
た
の
は
、
古
神
道
の
蹴
え
の
慣
行

に
よ
っ
た
も
の
と
解
さ
れ
る
な
ず
な
わ
ち
蹴
え
に
際
し
、
人
形
な
ど
に
病
禍
な
ど
の
積
れ
を
負
わ
せ
、
海
の
彼
方
の
常
世
田
に
流
し
捨
て
る
の

で
あ
る
が
す
が
部
氏
や
中
臣
民
ら
の
排
仏
派
の
人
々
の
意
識
に
よ
れ
ば
、
百
済
伝
来
の
仏
像
は
、
現
に
日
本
の
人
々
を
苦
し
め
て
い
る
疫
病
の

従
っ
て
、

根
元
で
あ
り
、

こ
れ
を
難
波
の
海
に
流
す
の
は
、
疫
病
の
流
行
に
と
ど
め
を
さ
し
、
人
々
を
救
う
究
極
の
方
策
と
考
え
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

と
も
あ
れ
、
仏
教
ぞ
め
ぐ
る
蘇
我
氏
と
物
部
民
と
の
対
立
抗
争
が
つ
づ
け
ら
れ
た
の
は
、
か
れ
ら
が
大
臣
・
大
連
の
輔
政
官
の
立
場
に
あ
っ

た
か
ら
で
あ
る
。

つ
ま
り
両
民
の
対
立
の
原
因
は
、

一
方
が
宮
廷
の
仏
教
受
容
を
主
張
し
、
他
方
が
こ
れ
を
拒
ん
だ
こ
と
に
あ
っ
た
。
中
臣
民

が
排
仏
の
態
度
を
執
っ
た
の
も
、
中
臣
民
が
宮
廷
の
祭
把
を
家
職
と
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

天
皇
家
と
仏
教
と
の
接
触
が
、
た
だ
ち
に
宮
廷
仏
教
の
開
始
を
意
味
せ
ず
、
そ
し
て
宮
廷
仏
教
史
の
第
一
頁
が
、
日
本
仏
教
史
の
第
一
一
良
よ

り
、
遥
か
に
お
く
れ
て
い
る
事
実
に
注
目
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

仏
教
伝
来
説
話
に
対
す
る
津
田
左
右
士
口
民
の
見
解
を
挙
げ
、
こ
れ
に
関
す
る
私
見
を
述
べ
た
が
、
こ
こ
で
私
は
、
津
田
民
の
莱
績
に
つ
い
て

語
ら
れ
た
抜
本
太
郎
氏
の
言
葉
を
思
い
起
こ
す
。

坂
本
民
は
、
『
古
事
紀
』
「
日
本
書
記
』
に
関
す
る
津
田
氏
の
研
究
態
度
｜
｜
独
特
の
本
文
批
判
・
そ
の
史
料
価
値
に
つ
い
て
の
前
人
未
発
の

仏
教
伝
来
の
史
実
と
説
話
（
田
村
）

五



仏
教
伝
来
の
史
実
と
説
話
（
田
村
）

一六

意
見
ー
ー
を
高
く
評
価
し
な
が
ら
も
、
し
か
し
、
具
体
的
な
結
論
の
多
く
は
、
す
べ
て
の
人
の
承
認
を
得
る
と
こ
ろ
と
は
な
ら
な
か
っ
た
と
述

ベ
、
次
の
二
つ
の
疑
問
を
提
出
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
「
そ
の
一
は
、
博
士
（
津
田
左
右
土
口
氏
、
引
用
者
詰
）
に
あ
っ
て
は
、
説
話
と
事
実
と
は

全
く
相
関
せ
ざ
る
二
つ
の
現
象
で
あ
る
。

い
ひ
換
へ
れ
ば
、
話
の
運
び
に
不
合
理
の
あ
る
時
、
他
の
よ
り
知
ら
れ
た
事
実
と
矛
盾
す
る
時
、
物

の
起
原
を
説
明
す
る
臭
気
の
見
え
る
時
、
そ
れ
ら
の
記
事
は
何
れ
も
虚
構
で
あ
る
。
そ
し
て
全
く
事
実
と
関
し
な
い
。
第
こ
に
は
、
新
し
い
言

語
文
辞
を
含
む
説
話
又
は
記
事
は
、
そ
の
説
話
文
は
記
事
の
全
体
が
新
し
き
時
代
の
述
作
で
あ
る
。
：
：
：
支
那
の
成
語
を
多
く
用
ひ
、
又
は
支

那
の
思
想
が
盛
ら
れ
て
い
る
と
せ
ら
れ
る
時
、
そ
れ
ら
の
記
事
は
書
紀
の
編
者
の
造
作
で
あ
る
。
古
伝
に
も
関
し
な
い
。
況
ん
や
事
実
に
も
関

し
な
い
の
で
あ
る
。
併
し
思
ふ
に
か
う
し
た
判
断
は
恐
ら
く
は
尚
ほ
疑
問
と
す
べ
き
で
は
あ
る
ま
い
か
。
説
話
は
嘗
て
の
事
実
の
幾
分
か
を
担

う
て
い
る
時
も
あ
る
こ
と
を
誰
か
否
定
し
得
る
で
e
の
ろ
う
。
古
き
物
語
が
新
し
き
一
言
語
を
以
て
語
ち
れ
る
時
が
な
い
と
誰
が
断
言
し
得
る
で
あ

ろ
う
」
。
私
も
、
津
田
氏
の
研
究
態
度
に
教
え
ら
れ
な
が
ら
も
、
そ
の
結
論
に
賛
成
し
え
ぬ
一
人
で
め
る
。

註①
拙
稿
「
古
代
遅
宮
考
」

＠
「
祝
詞
」
祈
年
祭
。

＠
拙
稿
「
古
代
の
刑
罰
法
」
（
『
日
本
歴
史
』
一
九
五
）
0

①
百
済
の
大
井
を
、
河
内
の
石
川
に
擬
定
す
る
見
解
も
あ
る
が
（
大
井
重
二
郎
『
ト
一
代
の
帝
都
』
）
、
し
か
し
、

持
し
た
い
（
福
山
敏
男
『
奈
良
朝
寺
院
の
研
究
』
「
大
井
寺
」
条
参
照
）
。

＠
狩
谷
被
斉
『
上
宮
聖
徳
法
王
帝
説
証
註
』

⑨
⑦
西
団
長
男
司
日
本
宗
教
思
想
更
の
研
究
』
五
二
二
・
一
一
一
良
。

⑦
坂
本
太
郎
『
大
化
改
新
の
研
究
』
四
五
頁
以
下
。

（
『
史
淵
』
九
一
一
〉
。

私
は
、

大
和
十
市
郡
に
求
め
る
福
山
説
を
支
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Historical Facts and Legends About the Introduction 

of Buddhism into Japan 

Encho TAMURA 

Historical description must be made through the following two 

procedures. The first is the textual criticism, and the second is the 

reconstruction of history by making use of the sources which can stand 

the criticism. The textual criticism must be strict. Among the 

several sources which deal with the same contents, there are differences 

of the periods in which the texts were written. Therefore it is extre­

mely important to decide the periods of the sources themselves. But 

the textual criticism is the condition to grasp the history, but is not 

all of historical studies. 

The textual criticism of Nihonshoki ( B ;if;:'l!Uc) was prompted by 

Dr. Sokichi Tsuda (~1tB3:ti::titf). The achievements of Dr. Tsuda in 

this field of study must be inherited by the later historians. But as 

far as the ancient history of Japanese Buddhism is concerned, I think, 

Dr. Tsuda did not pay attention to the reconstruction of its history, 

though he advanced the textual criticism of Nihonshoki. In other 

words, the unified and comprehensive understanding of the ancient 

Buddhist history has not been accomplished. 

Dr. Tsuda established the distinction between the legends and the 

facts among the records in Nihonshoki, and discarded the legends as 

unrelated to the historical facts. But I presume that the legends also 

reflected, directly or indirectly, the historical facts, It is wrong to 

argue that as the account of the Buddhist introduction to Japan in the 

13th year of Emperor Kinmei's (~00) reign was the creation by the 

editors of Nihonshoki, the fact of the introduction of Buddhism was 

a fiction. The task to reconstruct the history of Buddhism in ancient 

Japan through the textual criticism of Nihonshoki is still remained to 

be done. 




